
つ

ど
う

大
阪
・
津
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
藤
井
寺
市
津
堂
四
丁
目

・
八
尾
市
太
田
九
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
〓

一月
ｉ

一
九
八
三
年
（昭
５８
エ
ハ
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

４
　
調
査
担
当
者
　
阿
部
幸

一
・
岩
崎
二
郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
ｉ

一
三
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
墨
書
曲
物
出
土
遺
構
の
概
要

津
堂
遺
跡
は
藤
井
寺
市
の
西
北
端
か
ら
八
尾
市
域
に
か
け
て
ひ
ろ
が
る
標
高

約

一
三

・
五
ｍ
の
水
田
地
帯
に
立
地
す
る
。
周
辺
に
は
条
里
地
割
が
よ
く
残
存

し
て
い
た
が
現
在
は
西
名
阪
道

路
が
遺
跡
を
分
断
し
工
場

・
倉

庫
等
が
進
出
し
景
観
の
変
化
が

著
し
い
。
遺
跡
の
南
東
方

一
帯

に
は
段
丘
地
形
が
発
達
し
そ
の

上
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世

。
近
代
に
至
る
多
く
の
遺
跡
が

立
地
す
る
。
中
で
も
応
神
陵
古

墳
を
は
じ
め
と
す
る
古
市
古
墳

群
や
、
飛
鳥
時
代
以
降
営
ま
れ
る
多
く
の
寺
院
跡
、
官
衡
等
の
存
在
は
こ
の
地

域
の
重
要
性
を
物
語
る
。
ま
た
段
丘
の
北
縁
に
ひ
ろ
が
る
沖
積
低
地
部
も
近
年

の
開
発
に
伴
う
調
査
で
多
く
の
遺
跡
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
津
堂
遺
跡

も
そ
う
い
っ
た
低
地
部
の
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
諸
氏
の
条

里
復
原
に
よ
る
と
丹
北
郡
九
条
二
里

（里
の
名
称
は
実
際
は
数
詞
で
な
く
固
有
名
詞

が
用
い
ら
れ
た
が
＞」
の
地
は
不
明
）
の
一
九

。
三
〇
坪
に
あ
た
る
。
河
内
国
衝
推
定

地
の
国
府
遺
跡
は
東
南
東
三

。
三
ｋｍ
の
地
点
で
あ
る
。
ま
た
正
確
な
位
置
は
わ

か
ら
な
い
が
付
近
に
は
会
賀
牧
が
始
か
れ
、
現
在
も
恵
我
之
荘
の
地
名
が
残

っ

て
い
る
。

遺
跡
は
府
立
藤
井
寺
高
校
新
設
工
事
の
事
前
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
弥

生
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構

。
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
未
報
告
で
あ
る
た

め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
民
間
の
倉
庫
建
設
に
伴
う
も
の
で
、

主
と
し
て
古
墳
時
代

（五
世
紀
）
と
平
安
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
古
墳
時
代

の
遺
構
は
調
査
区
内
を
蛇
行
し
な
が
ら
南
か
ら
北

へ
流
れ
る
河
川
跡
と
、
土
羨

・
井
戸

。
溝
等
が
あ
る
。
遺
構
は
主
と
し
て
河
川
跡
周
辺
に
分
市
し
、
遺
物
は

土
師
器

。
須
恵
器
の
外
に
製
塩
土
器
や
漢
式
土
器
も
少
量
み
ら
れ
、
河
川
内
に

は
弥
生
中

。
後
期
の
上
器
も
わ
ず
か
に
梶
入
し
て
い
る
。　
平
安
時
代

（
一
一
世

紀
後
半
ｉ
一
二
世
紀
）
の
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
約

一
〇
棟
、
井
戸
八
基
、
溝

。
土

羨
多
数
が
あ
る
。
諸
般
の
事
情
で
ト
レ
ン
チ
調
査
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
建
物
等

の
員
数
や
配
置
状
態
は
不
明
の
点
が
多
い
。
建
物
と
井
戸
は
調
査
区
北
半
に
多

く
、
ピ
ッ
ト
の
集
中
状
態
か
ら
数
力
所
の
建
物
群
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
り
、

1983年出上の木簡
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若
子
の
空
閑
地
を
お
い
て
南
端
部
に
も
井
戸

・
ピ
ッ
ト
群
が
あ
る
。
建
物
の
規

模
は
幅
三
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
内
で
は
一
間
×
一
間
ま
た
は
一
間
×
二
間
し
か
わ
か

ら
な
い
が
、
四
ｉ
五
間
の
ピ
ッ
ト
列
も
あ
る
の
で
大
型
の
建
物
が
あ
る
可
能
性

は
あ
る
。
主
軸
方
位
は
す
べ
て
東
西

・
南
北
に
近
い
。
建
物
群
の
周
辺
を
区
画

す
る
よ
う
な
溝
あ
る
い
は
柵
列
と
い
っ
た
施
設
は
み
ら
れ
な
い
。
遺
物
は
瓦
器

・
土
師
器
を
中
心
と
し
て
一
一
世
紀
末
か
ら

一
二
世
紀
代
の
限
定
さ
れ
た
時
期

が
キ

の
も
の
が
多
く
、
他
に
中
国
製
陶
磁
器
、
東
播
系
須
恵
器
鉢
等
が
量
は
少
な
い

が
存
在
す
る
。

墨
書
さ
れ
た
曲
物
は
調
査
区
北
端
に
近
い
第

一
八
ト
レ
ン
チ
（現
代
の
行
政
区

画
で
は
八
尾
市
太
田
九
丁
目
）

の
一
号
井
戸
の
井
戸
枠
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
構
造
は
掘
形
の
中
に
曲
物
及
び
木
組
み
の
井
戸
粋
を

つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
掘
形
の
上
部
は
径
約
四
ｍ
、
深
さ
約

一
・
六
ｍ
の
ス
リ

鉢
状
で
、
そ
の
底
部
の
西
北
に
偏
し
た
位
置
か
ら
さ
ら

に
径

一
・
二
ｉ

一
・
五
ｍ
の
円
筒
状
に
掘
り
込
ん
で
い

る
。
井
戸
枠
の
下
部
は
曲
物
を
重
ね
、
最
上
段
の
曲
物

の
周
囲
に
は
余
大
の
石
を
敷
き
、
そ
の
上
に
板
と
角
材

を
組
合
せ
た

一
辺
約

一
。
一
ｍ
の
方
形
の
粋
を
つ
く

っ

て
い
る
。
角
材
で
方
形
の
木
組
み
を
数
段
つ
く
り
、
上

部
の
木
組
み
は
四
隅
の
束
木
で
受
け
、
木
組
み
の
外
に

側
板
を
た
て
な
ら
べ
る
形
式
の
も
の
で
、
木
組
み
部
材

の
加
工
は
精
巧
で
側
板
の
合
わ
せ
目
に
は
一異
板
を
添
え

る
き
わ
め
て
丁
寧
な
つ
く
り
も
の
で
あ
る
。
出
土
遺
物

は
井
戸
粋
内
か
ら
瓦
器
小
皿

。
椀
、
土
師
器
小
皿

。
台

付
皿

。
羽
釜
、
中
国
製
陶
磁
器
、
東
播
系
須
恵
器
鉢
、

鉄
斧
、
銅
製
金
具
等
が
あ
り
、
井
戸
枠
外
の
掘
形
内
か

ら
は
瓦
器

・
土
師
器
の
細
片
が
少
量
出
土
し
た
。
掘
形

内
の
遺
物
は
実
測
可
能
な
も
の
は
瓦
器
椀
底
部

一
点
の

墨書曲物出上の井戸実測図
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み
で
、
そ
の
形
態

。
手
法
は
墨
書
に
あ
る
康
和
四
年

（
一
一
〇
一ラ
頃
の
も
の
と
　
　
　
り
名
簿
帳
の

「名
」
の
字
の
上
に

「
ご

状
の
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
０
は
文
の

し
て
矛
盾
は
な
い
。
井
戸
枠
内
の
瓦
器
椀
は
一
二
世
紀
中
頃
と
み
ら
れ
る
も
の
　
　
　
　
は
じ
ま
り
が
曲
物
の
継
日
と

一
致
せ
ず
一
文
の
途
中
で
終

っ
て
い
る
。
ω
ｉ
①

で
か
り
、
東
播
系
鉢
は
一
二
世
紀
中
頃
ぞ
後
半
と
さ
れ
る
も
の
で
墨
書
の
年
代
　
　
　
　
ら
筆
跡
は
よ
く
似
て
お
り
同
一
人
の
手
に
な
るｆも
の
と
思
わ
れ
る
。
何
故
に
こ

と
は
開
き
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
な
文
が
曲
物
に
書
か
れ
た
か
は
種
々
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
特
定
で
き

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
　
　
　
な
い
。
こ
の
集
落
の
住
人
カミ
進
生
す
る
側
で
あ
る
の
か
、
進
上
を
受
け
る
側
で

８
　
墨
書
の
釈
文
。
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
古
代
末

一
く１，…
　

「謹
解
申
雑
物
進
上
名
簿
帳
事
合
獅
染
拾
玖
人
平
将
醐
鮒
蛸
組
劃
朝
疋方
（誕
テ
百
疋
藤
」
　

　

動 ヵ、
諄
坤
一 世
胸
翔
巾
獅
『
帥
尊
坤
け
尊
】
脚
斗
洵
藉
岬
の

一　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
は
八
段
日
の
曲
物
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
筆
跡
は

一
は

　

一螂
割
辞
酪
融
囃
魚
□
名
簿
帳
事
合
栢
染
拾
衆
人
子
将
胤
絹
百
疋
〔剛
が
方
」
　
　
　
　
　
　
①
ぞ
０
と
異
な
り
、
文
の
方
向
も
ω
ｉ
③
卜
は
逆
で
、

高
ａ
赴
ωマ
∞
８
牌
　
　

文
の
左
が
曲
物
の
底
に
な
る
。
①
ぞ
①
が
曲
物
全
体
を

使

っ
て
い
る
の
に
対
し
中
央
部
の
み
を
使
い
上
下
に
空

⑥

　

「物
進
上
名
簿
隠
事
合
節
拾
玖
人
平
将
胤
絹
百
疋
鷹
絋
帥
謎
作
申
雑
」

干
］露
］『聟
∞
ｏ自
　

　

間
が
あ
る
。
⑭
と
ω
ぞ
③
は
文
書
と
し
て
は
無
関
係
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
月
日
と
人
名
が
何
を
示

一
０

　

「
康
和
四
年
四
月
十
三
日
守
丸
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ枷∞聟
］ゃダ
⇔
ｏ営
　

　

す
か
に
つ
い
て
も
断
定
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も

ω

。
②

。
③
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
五
・
六
段
日
の
曲
物
の
外
側
に
墨
書
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
の
築
造
年
代
の
上
限
を
示
し
て
い
る
。
井
戸
内
出

も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
曲
物
の
底
部
が
文
の
右
側
に
な
り
、
③
は
山
物
の
継
　
　
　
上
遺
物
の
一
二
世
紀
中
頃
ｉ
後
半
と
い
う
年
代
観
は
こ
の
井
戸
の
廃
絶
時
期
を

目
を
こ
え
て
文
が
続
く
。
従
っ
て
曲
物
を
解
体
す
る
前
に
、
左
手
で
曲
物
の
口
　
　
　
一不
す
も
の
で
、
ω
ｌ
Ｏ
の
墨
書
が
書
か
れ
た
の
は
井
戸
が
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら

縁
部
を
保
持
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ω
が
最
も
よ
く
文
が
残
り
②

。
①
　
　
　
れ
る
一
二
世
紀
初
頭
を
あ
ま
り
朔
ら
な
い
時
期
と
み
ら
れ
る
。
　
　
・

は
同
一
の
文
の
一
部
を
記
す
。
②
は
曲
物
の
破
損
の
た
め
文
の
末
尾
が
わ
か
ら
　
　
　
９
　
関
係
文
献

な
い
が
本
来
は
⑪
と
同

一
の
文
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
ω

・
０
と
異
な

，　
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

『大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
一
九
八
三
年
度
』
盆
九
八
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四
年
）

（付
記
）

墨
書

の
釈
読
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
に
よ
る
。
墨

書
曲
物
の
展
開
図
は
曲
物
の
実
測
図
と
赤
外
線
写
真
に
よ
り
合
成
し

た
も
の
で
、
写
真
撮
影
は
阿
南
辰
秀
氏
、
実
測
及
び
ト
レ
ー
ス
は
館

邦
典
氏
に
よ
る
。

（岩
崎
二
郎
）

大
阪
。
高
宮
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
寝
屋
川
市
大
字
高
宮

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５３
）
一
一
月
を

一
九
八
四
年
（昭
５９
〓
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
塩
山
則
之

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
曲
物
出
土
遺
構
の
概
要

高
官
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
の
西
側
斜
面
か
ら
派
生
す
る
洪
積
層
の
寝
屋
川
市

東
部
丘
陵
の
南
端
、
海
抜
二
八
ｍ
前
後
の
北
東
か
ら
南
西
へ
ゆ
る
や
か
に
傾
斜

し
た
丘
陵
地
形
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
の
丘
陵
上
に
は
、
自
鳳

時
代
創
建
の
国
指
定
史
跡
高
宮

廃
寺
跡
が
所
在
し
て
い
る
。

高
官
遺
跡
は
、　
一
九
八
〇
年

部

か
ら
四
次
に
わ
た
っ
て
調
査
が

厳
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る。
そ
の

伏

結
果
、
旧
石
器
時
代
か
ら
室
町

時
代
ま
で
の
遺
物
、
遺
構
を
検

長

岡

京

本

簡

●

解
説
付

向
日
市
教
育
委
員
会

向
日
市
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
木
簡
は
現
在

一
二
〇
〇
点
を
越
え
る
が
、

そ
の
内
四
二
六
点
の
写
真
図
版
と
釈
文
三
六
二
点
を
収
録
し
、
付
載
と
し

て
墨
書
土
器
八
六
点
の
図
版
と
釈
文
二
二
八
点
を
収
録
し
た
。

本
書
は
長
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京
遷
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千
二
百
年
を
記
念
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
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